
報道関係各位 2025年11月吉日
一般財団法人まちと人と

探究の授業×社会課題解決 石巻地域の高校生がまちが抱える課
題に取り組む 実践型の教育『街ミッション』開催!

【日程】 2025年12月3日（水）～5日（金）※一部別日程あり
・時間は各事業所によって異なります
・12月4日は校内活動となります

【場所】 石巻市・東松島市の各事業所活動場所など
【参加生徒】 石巻西高等学校 1学年160名
【内容】 ※詳細な内容は事業所毎に異なります
■1日目
事業所の見学・体験、ミッションについてのディスカッション等
■2日目
グループ内で解決策等を相談、実施・提案準備等
■3日目
事業所での実施・提案等

2022年度から高等学校で必修科目となった「総合的な探究の時間」。授業が高校生の人生において有効的な時
間となるよう、一般財団法人まちと人とは2022年の団体設立当時から継続的に授業サポートを実施。高校生が地
域のことを深く知り、自身の興味関心を見つけられるようなプログラムを学校との連携により行っており、1年間を通して
伴走しています。
その一環として、学校および地域の企業や団体等と連携した教育プログラムとして、2025年12月3日より3日間の実
践型フィールドワーク「街ミッション」を開催致します。

取材をご希望いただける際は、お手数ですが必ず事前に当方までご連絡をお願いいたします。

ご取材のご案内

「街ミッション」概要

・地域社会の課題や自社が目指すビジョンなどにおいて、生徒とともに解決・実践したいこと
を「ミッション」として各企業・団体から提示していただきます。
・生徒は自身の興味関心等から参加したい企業・団体を選び、4名前後のグループ毎に事
前学習を経て、「ミッション」の実践に取り組みます。
・最終日には「ミッション」に対する提案や発表等を各企業・団体に向けて実施します。

【参加企業・団体】石巻市・東松島市を中心とした38事業所
【ミッションの一例】
・東松島市赤井市民センター
「地域の大人と子供がつながる楽しい「オバケ屋敷」を企画せよ!」
→学校との連携により若者が主体的に参加する地域づくりを推進しており、子供と大人を
つなぐ高校生目線のアイデアや行動力での企画づくりを求めている。
・一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン
「地元高校生の水産業1日バイト“すぎょバイ”のメインビジュアルやコンセプトを考えよ!」
水産業活性を担う団体。地域に身近な水産業を知り、若者へのイメージ向上を図る。

「街ミッション」とは

野菜の生産から流通を体験

「街ミッション」開催の背景・目的
石巻西高等学校は東松島市に立地しており、石巻市との境に近く、最寄駅から徒歩約10分とアクセスがよいこともあり、両市含
めた周辺の様々な地域から生徒が通学しています。1985年設立と、地域の中では比較的新しい学校でもあり、“自由と創造”を
スローガンに、生徒の自主性や自律性を重視し、様々な取り組みを行っています。
生徒達が暮らし、学ぶ東松島・石巻地域は水産業や農林業といった一次産業から工業、サービス業等多様な産業があり、また
東日本大震災で甚大な被害を受けた地域でもあるため、各地からの移住者も多く、復興に向けたまちづくりなど新しい取り組みも
進められてきました。
そのような地域をフィールドとし、まちの課題や取り組みを知り、単なる体験に留まらず、自分自身の興味関心をその中で実践的に
探究することを目的としたプログラムとして「街ミッション」を毎年開催しています。

震災伝承の取り組みを聴く



■本件に関するお問合せ
一般財団法人まちと人と（担当:下山）
石巻市中央二丁目7-38石巻ガスビル3階
Tel:0225（25）4085  Mail:info@machihito.jp

【 一般財団法人まちと人と について】
「石巻地域のすべての若者が超!自己実現できるまちへ」
をビジョンに掲げ、学校・行政・地域と連携しながら、
高校生を中心とした若者の様々なチャレンジや成⾧を
サポートする活動を行っています。

■主な事業
・石巻地域の高校での「総合的な探究の時間」サポート
・社会人との対話授業「ミライブラリー」の企画運営
・「まきボラ」「DIVE!」などの地域教育事業
・「高校生のためのいしのまき探究図鑑」の企画制作
・大学生のインターンシップコーディネート 等

WEB Instagram

【 石巻西高等学校 について】
WEB:https://inisi.myswan.ed.jp/

住所:宮城県東松島市赤井字七反谷地27番地
生徒数:475名（令和7年度）
課程・学科:全日制課程・普通科

昨年度参加した企業・団体の声

エネルギーはどうしても難しい内容として見られがちなため
、初めは何をするかよくわからなくて戸惑ったが、話を聞い
て実際に使って見ることで理解が深まった、楽しかったと
いう生の声が聞けてよかった。また、皆さんから出てきた
案がそれぞれ面白いアイデアで参考になり、1つでも実
現してみたいと思った。
（環境・エネルギー関連）

震災を知らない世代と交流をすることができたこと、そして、
震災を知らない世代にどう震災を伝えていけばよいかを考え
る機会となった。
（震災伝承施設）

高校生の反応が新鮮だった。また受け入れを行うときの参
考になった。作ってみたいものリストは、大人ではおもいつか
ないものばかりだったので、おもしろかった。
（機械工業）

高校生が楽しめるイベントを体験しながら考案。

防潮堤を登り、防災と環境を考える。


